
しょう3 こくご「ことわざ」 その2
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 「石の上にも 三年」の 意味に いちばん 近いのは?

アがまんして つづければ いつか むくわれる イ石は とても かたい ウ石の 上は つめたい

エ 三年 たてば わすれる こたえ 

2 「石の上にも (　)年」。(　)に 入る 数は?

ア 五 イ 三 ウ 一 エ 十 こたえ 

3 「よくばると どちらも 手に 入らない」という 意味の ことわざは?

ア 口は わざわいの もと イ 二兎を おう者は 一兎をも えず ウ 百 聞は 一見に しかず

エたつ鳥 あとを にごさず こたえ 

4 「ちりも つもれば 山と なる」の 意味に いちばん 近いのは?

ア小さな ことも つづければ 大きく なる イ山には ごみが 多い ウ 大きな 山は くずれる

エちりは すぐ きえる こたえ 

5 「一を 聞いて (　)を 知る」。少し 聞いた だけで 多くを 理かいする。(　)に 入る 数は?

ア 十 イ 二 ウ 百 エ 三 こたえ 

6 「時間は お金と 同じくらい 大切だ」という 意味の ことわざは?

アちりも つもれば 山と なる イごうに いっては ごうに したがえ ウ 時は 金なり

エうまの耳に ねんぶつ こたえ 

7 「いそがば まわれ」の 意味に いちばん 近いのは?

アできるだけ 速く 走ろう イ 遠回りは そんだ ウまわり道は 楽しい

エいそぐ ときほど 安全な 道を 行くと よい こたえ 

8 「目から (　)へ ぬける」。とても かしこい ようす。(　)は?

アあたま イくち ウはな エみみ こたえ 

9 「(　)にも 筆の あやまり」。名人でも しっぱいする こと。(　)は?

アこうぼう イとり ウさる エうま こたえ 
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10 「雨 降って (　)かたまる」。もめごとの あとで かえって よく なる こと。(　)は?

アやま イじ ウそら エかわ こたえ 

11 「犬と さるの なか」は どんな なかの こと?

アとても なかが わるい こと イどうでも よい なか ウ 大の なかよし

エとても なかが よい こと こたえ 

12 「いくら 言っても ききめが ない」という 意味の ことわざは?

ア 花より だんご イのうある たかは つめを かくす ウうまの耳に ねんぶつ

エうそから 出た まこと こたえ 

13 「ときは (　)なり」。時間は お金のように 大切だ。(　)は?

ア 風 イ金(かね) ウ 水 エ 土 こたえ 

14 「たなから (　)」。思いがけない よい ことが 起きる こと。(　)は?

アほん イみかん ウぼたもち エおかね こたえ 

15 「せまい 世界しか 知らない」という 意味の ことわざは?

ア石橋を たたいて わたる イ 花より だんご ウいの中の かわず 大海を しらず

エすずめ百まで おどり わすれず こたえ 

16 「かっぱの 川ながれ」の 意味に いちばん 近いのは?

ア 川は あぶない イめいじんでも しっぱいする ことが ある ウかっぱは およげない

エ 水あそびは たのしい こたえ 

17 「たつ鳥 (　)を にごさず」。立ち去る ときは あとを きれいに する。(　)は?

アそら イみず ウまえ エあと こたえ 

18 「大きな ことも さいしょの 一歩から はじまる」という 意味の ことわざは?

ア 二兎を おう者は 一兎をも えず イたつ鳥 あとを にごさず ウさるも 木から おちる

エせんりの 道も 一歩から こたえ 

19 「石橋を (　)て わたる」。用心ぶかく する こと。(　)は?

アおし イとばし ウたたい エはしっ こたえ 
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20 「百 聞は 一(　)に しかず」。何度も 聞くより 一ど 見る ほうが よい。(　)は?

ア 度 イ 話 ウ 見 エ 回 こたえ 
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こたえ　しょう3 こくご「ことわざ」 その2

1  ア がまんして つづければ いつか むくわれる

2  イ 三

3  イ 二兎を おう者は 一兎をも えず

4  ア 小さな ことも つづければ 大きく なる

5  ア 十

6  ウ 時は 金なり

7  エ いそぐ ときほど 安全な 道を 行くと よい

8  ウ はな

9  ア こうぼう

10  イ じ

11  ア とても なかが わるい こと

12  ウ うまの耳に ねんぶつ

13  イ 金(かね)

14  ウ ぼたもち

15  ウ いの中の かわず 大海を しらず

16  イ めいじんでも しっぱいする ことが ある

17  エ あと

18  エ せんりの 道も 一歩から

19  ウ たたい

20  ウ 見


